








































































































































































































































































































































































































小池信美 福島 東白川郡柵倉町 町
河西信 茨城 水戸市 市
角田隆郎 千葉 安房郡南三原村 村 東京
関口六三郎 埼玉 秩父郡槻川村 村 東京 アメリカ
中川義弥 東京 東京市京橋区中橋和泉町 市
西島良爾 静岡 田方郡函南村 村
和田純 愛知 幡豆郡西尾町 町 半田 京都
小泉市太郎 石川 羽咋郡志加浦村 村 東京 大阪
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丹羽次吉 石川 河北郡高松村 村
山岸浅吉 石川 珠洲郡木郎村 村 金沢
那部武二 石川 江沼郡大聖寺町 町 金沢
土井伊八 石川 松任町 町 金沢
小槌芳 石川 能美郡小松町 町 金沢
藤井善助 滋賀 神崎郡北五箇荘村 村 京都
伊東良造 京都 京都市 市
秦長三郎 京都 京都市 市
水谷三郎 京都 京都市上京区吉田町 市
玉置留四郎 奈良 吉野郡十津川村 村
白岩龍平 岡山 吉野郡讃甘村 村 東京
飯塚松太郎 岡山 御野郡鹿田村 村
河本磯平 岡山 大庭郡河内村 村 閑谷
福原林平 岡山 東北條郡加茂村 村 閑谷 神戸
景山長治郎 岡山 津山町／真庭郡勝山町 町 閑谷
岡田晋太郎 広島 深津郡深津村 村 東京
日高勝太郎 広島 尾道町 町 延岡
石川宗雄 香川 那珂郡丸亀町地方村 村
沢本良臣 高知 高知市 市 大阪
永田熊麿 福岡 福岡市 市 福岡
平石安太郎 福岡 福岡市 市 長崎 福岡
太田勘太郎 福岡 福岡市 市
吉原恒三郎 福岡 福岡市 市
福井六郎 福岡 福岡市 市
岡田兼次郎 福岡 久留米市 市 京都
戸田義勇 福岡 久留米市 市 東京
猪田正吉 福岡 久留米市 市 久留米 大阪
青木喬 福岡 久留米市 市 久留米
高橋正二 福岡 久留米市 市 久留米 東京
三沢信一 福岡 久留米市 市 久留米
伊藤久米蔵 福岡 夜須郡秋月町 町
香月梅外 福岡 夜須郡（朝倉郡）三輪村 村
向野堅一 福岡 鞍手郡新入村 村 福岡
山崎羔三郎 福岡 鞍手郡山口村 村 鹿児島 京都
大石直二郎 福岡 鞍手郡新入村 村
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原田茂俊 福岡 嘉穂郡穂波村 村 福岡
桑野立生 福岡 嘉麻郡穎田村 村
鐘崎三郎 福岡 三潴郡青木村 村 福岡 東京
河北純三郎 福岡 生葉郡山春村 村 福岡 東京
佐々木卯三郎 福岡 生葉郡椿子村 村
澤江与三吉 福岡 企救郡石田村（城野村） 村
市川徹弥 福岡 御笠郡御笠村 村 福岡
河野久太郎 福岡 山門郡垂水村（三橋村垂見） 村 福岡
郡嶋忠次郎 福岡 糟谷郡篠栗村 村 福岡 長崎
堺与三吉 福岡 糟谷郡和白村 村
安川道 福岡 糟谷郡宇美村 村
倉富熊次郎 福岡 竹野郡水縄村 村 福岡
大熊鵬 福岡 竹野郡船越村 村 久留米
三沢亀太郎 福岡 御井郡北野村 村
内田英治 福岡 早良郡田島村（樋井川村） 村
大川愛次郎 佐賀 佐賀市 市 佐賀
大木熊雄 佐賀 佐賀市 市 佐賀
甲斐靖 佐賀 佐賀市 市 熊本
牧瀬省三郎 佐賀 杵嶋郡武雄町 町
西村忠四郎 佐賀 神埼郡蓮池村 村 東京
野中林吉 佐賀 神埼郡東背振村 村 佐賀
楠内友次郎 佐賀 基肄郡田代村字鳥栖 村 鹿児島 東京
水谷彬 大分 速見郡杵築町 町
末広栄二 大分 中津市 市 佐賀 熊本
牧相愛 熊本 熊本市 市 熊本
古荘弘 熊本 熊本市 市 熊本 アメリカ
右田亀男 熊本 熊本市 市 熊本
鳥居赫雄 熊本 熊本市 市 熊本 東京
藤城亀彦 熊本 熊本
松倉善家 熊本 玉名郡鍋村 村 熊本
中西重太郎 長崎 長崎市 市
渡部正雄 長崎 島原町 町 長崎
江口音三 長崎 北高来郡諫早町 町
森田新太郎 鹿児島 鹿児島市 市
岩元嘉次郎 鹿児島 鹿児島市 市
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成田錬之助 鹿児島 鹿児島市 市 鹿児島 東京
隅元康真 鹿児島 鹿児島市 市
小浜為五郎 鹿児島 姶良郡加治木村 村 東京
藤崎秀 鹿児島 姶良郡加治木村 村 鹿児島 熊本



































































































塾・師事 学校① 学校② 学校③ 学校④ 職種内容
角田隆郎
千葉 南三原村 千葉 東京 東京
ドイツ語











































塾・師事 学校① 学校② 学校③ 学校④ 職種内容
小槌芳




















































広島 尾道町 （郷里） 延岡
養育　父死別 小学校 亮天社 宮崎県立中学校
澤本良臣
三男
高知 高知市 大阪 熊本？
養子 大阪中学（→第三高等学校） 第五高等学校
市川徹弥






































塾・師事 学校① 学校② 学校③ 学校④ 職種内容
郡嶋忠次郎
商人・二男
福岡 篠栗村 （郷里） 福岡 長崎 軍志願
漢学













































































大分 久留米市 佐賀 佐賀 熊本
小学校（福岡） 中学校（佐賀） 第五高等学校
大川愛次郎
佐賀 佐賀市 佐賀 軍志願
漢学中学校 干城学校 楠元碩水
大木熊雄





佐賀 佐賀市 （郷里） 佐賀 熊本 歩兵科
下士官











塾・師事 学校① 学校② 学校③ 学校④ 職種内容
楠内友次郎
藩士・二男



























熊本 熊本市 熊本 熊本 熊本
父兄死別　明石華陵 小学校 済々黌 文学館
鳥居赫雄
藩士・三男
熊本 熊本市 熊本 熊本 東京
本山小学校 済々黌 有斐学舎 独逸協会専門学校
藤城亀彦
熊本 － 熊本 熊本 アメリカ
軍志願






























鹿児島 加治木村 鹿児島 熊本
軍志願
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中⽂摘要
关于日清贸易研究所毕业生的
“立身行动” 和教育机会（2）
野口　武
　　1890年创立了日清贸易研究所，以培养贸易业务员为目的的教育机关。
本文在《国际问题研究所纪要》第147号发表内容的基础上，讨论关于日清
贸易研究所的社会身份和职业的构成、从年幼时到参加研究所的社会移动状
况、荒尾精的学生募集活动的意义。
　　而总结出，参加日清贸易研究所的人员，存在年龄、出身、地域等的各
种不同的差异，他们为了社会地位上升移动地域之间寻求学历，同时他们获
得了对自身和社会的将来有用的艺术。由此，笔者分析1880年代的青年层
的社会条件，考察日清贸易研究所的存在意义。
